
コラム 03― デイビット・ランデス「明治維新成功の原因」 

 

「天皇という象徴が存在するが故に、国民に理解と情熱、それらがささ

える自負心というものが生まれたのである。成功した 2つの理由として、

新政府が高い倫理観（武士道精神）をもっており、私利私欲がない。も

う 1 つは、離反した者や落ちぶれた者でさえ、外からの敵につけこまれ

ることを極端に恐れたことである」 

 
 

デイビット・ランデス 
David S. Landes、1924 年 4 月 29 日 – 2013 年 8 月 17 日）は、アメリカ合衆国の経済学者・歴

史学者。ニューヨーク市立大学シティカレッジ卒業、ハーバード大学で博士号取得。ハー

バード大学名誉教授。 
主要著書（日本語訳）：『西ヨーロッパ工業史――産業革命とその後 1750-1968（1-2）』石坂

昭雄・富岡庄一訳／みすず書房／1980 年）、『「強国」論――富と覇権の世界史』竹中平蔵訳

／三笠書房／2000 年、『ダイナスティ――企業の繁栄と衰亡の命運を分けるものとは』中谷和

男訳／PHP 研究所／ 2007 年 

 


